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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（Associa-

tion of Southeast Asian N
ations

：

ASEAN

）
は
、
二
〇
一
五
年
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（ASEAN

 Eco-
nom
ic Com

m
unity

：AEC

）
構
築
を

目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
加
速
し

て
い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
、
一
九
九
〇
年
代

か
ら
構
築
さ
れ
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自

由
貿
易
地
域
（ASEAN

 Free Trade 
Area

：AFTA

）
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、

貿
易
自
由
化
だ
け
で
な
く
、
貿
易
円
滑

化
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
、
投
資

の
自
由
化
・
円
滑
化
、
広
域
的
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
基
準
適
合
、
相
互
認
証
、
格

差
是
正
の
た
め
の
域
内
協
力
な
ど
を
含

ん
だ
質
の
高
い
経
済
統
合
を
目
指
し
て

い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
設
立
の
目
標
年
次
は
、

当
初
は
二
〇
二
〇
年
と
定
め
ら
れ
て
い

た
が
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

加
速
、
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
の
周
辺
新

興
国
の
台
頭
と
い
っ
た
情
勢
変
化
を
踏

ま
え
、
二
〇
〇
七
年
一
月
の
第
一
二
回

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
二

〇
一
五
年
へ
と
前
倒
し
さ
れ
た
。
さ
ら

に
二
〇
〇
七
年
一
一
月
の
第
一
三
回
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
設

立
に
向
け
た
工
程
表
と
な
る
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ

ル
ー
プ
リ
ン
ト
が
採
択
さ
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｃ

は
、
①
単
一
市
場
・
生
産
拠
点
、
②
競

争
力
の
あ
る
経
済
圏
、
③
均
整
の
と
れ

た
経
済
発
展
、
④
世
界
経
済
へ
の
統
合

を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ

た
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
は
一
七

の
中
核
要
素
と
一
七
六
の
優
先
事
業
か

ら
な
る
包
括
的
な
行
程
表
で
あ
り
、
メ

ン
バ
ー
国
に
そ
の
着
実
な
実
行
を
義
務

づ
け
る
と
い
う
意
味
で
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
は
画
期
的
、
野
心
的
な

も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

首
脳
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
接
続
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（M

aster 
Plan on A

SEA
N
 C
onnectivity

：

M
PAC

）」
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体

構
築
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
、

「
接
続
性
」
と
い
う
概
念
で
整
理
統
合

し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
統
合
の
道
筋
を
示
し
た
基
本
文
書
と

な
っ
て
い
る
⑴

。
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
一
五

件
の
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
合
意
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
交
通
分
野
に

関
す
る
も
の
が
、
①
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
イ

ウ
ェ
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
未
接
続
区
間

の
完
成
お
よ
び
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送

ル
ー
ト
の
改
善
、
②
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

昆
明
鉄
道
の
未
接
続
区
間
の
完
成
、
③

Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
短
距

離
海
運
に
関
す
る
調
査
、
④
交
通
円
滑

化
協
定
の
運
用
開
始
と
、
四
件
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
単
一
航

空
市
場
（ASEAN

 Single Aviation 
M
arket

：ASAM

）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
単

一
海
運
市
場
（ASEAN

 Single Ship-
ping M

arket

：ASSM

）
な
ど
も
重
要

戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
交
通

分
野
の
協
力
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
構

築
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

●
陸
上
交
通

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
進
め

て
き
た
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
を

ベ
ー
ス
に
、
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
を
追

加
し
た
も
の
で
あ
り
、現
在
の
課
題
は
、

残
さ
れ
た
未
接
続
区
間
の
整
備
、
お
よ

び
ク
ラ
ス
3
以
下
の
区
間
の
改
善
で
あ

る
。
未
接
続
区
間
は
、
Ａ
Ｈ
一
一
二
号

線
の
う
ち
の
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間

レ
ー
ニ
ャ
＝
コ
ン
ロ
イ
間
、
お
よ
び
Ａ

Ｈ
一
二
三
号
線
全
線
（
ダ
ウ
ェ
イ
＝

メ
ー
サ
ム
パ
ス
間
の
一
四
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）で
あ
り
、い
ず
れ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー

南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
ダ
ウ
ェ
イ
で

は
近
年
、
深
海
港
、
経
済
特
区
、
発
電

所
⑵

、
製
鉄
所
な
ど
を
含
む
総
合
的
な

開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
タ
イ

国
境
へ
と
接
続
す
る
Ａ
Ｈ
一
二
三
号
線

の
建
設
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。
ダ
ウ
ェ

イ
の
総
合
開
発
は
、
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
も
含

ま
れ
て
い
る
メ
コ
ン
＝
イ
ン
ド
経
済
回

廊
構
想
の
中
核
事
業
で
あ
り
、
す
で
に

産
業
集
積
が
進
ん
で
い
る
バ
ン
コ
ク
首

都
圏
と
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
な
ど
の
イ
ン
ド

東
部
を
接
続
す
る
結
節
点
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ダ

ウ
ェ
イ
総
合
開
発
に
は
総
額
一
二
五
億

ド
ル
が
必
要
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
資
金
調
達
が
最
大
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
稿
執
筆
時
点
で
は
決
着

の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

ク
ラ
ス
3
以
下
の
区
間
に
関
し
て

は
、
後
述
す
る
通
過
貨
物
円
滑
化
に
関

す
る
枠
組
み
協
定
（ASEAN

 Fram
e-

w
ork Agreem

ent on the Facilita-
tion of Goods in Transit

：AFAF-
GIT

）
の
附
属
文
書
で
定
義
さ
れ
た
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
ル
ー
ト
上
に
あ
る
五

区
間
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
ラ
オ
ス
国
内
の
二
区

間
、
Ａ
Ｈ
一
二
号
線
（
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ

ン
＝
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ー
ン
間
の
三
九
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
お
よ
び
Ａ
Ｈ
一
五
号

梅
﨑　

創

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
接
続
性
強
化
と
経
済
共
同
体
構
築

―
交
通
分
野
協
力
を
中
心
に
―

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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線
（
バ
ン
ラ
オ
＝
ナ
ン
パ
オ
間
の
九
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
は
す
で
に

着
工
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
二
年
中
に

も
改
善
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
。残
り
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
に
あ
り
、

Ａ
Ｈ
一
号
線
（
チ
ャ
ウ
ン
ウ
ー
＝
カ
レ

ミ
ョ
ー
間
の
三
七
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、

Ａ
Ｈ
二
号
線
（
メ
イ
テ
ィ
ラ
＝
タ
チ
レ

イ
ク
間
の
五
九
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、

Ａ
Ｈ
三
号
線
（
キ
ャ
イ
ン
ト
ン
＝
モ
ン

ラ
間
の
九
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
が

対
象
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ａ
Ｈ
一
号

線
は
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
を

結
ぶ
三
国
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
の
一
部
と

な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
大
臣
会
合
に
先
立
っ

て
、
イ
ン
ド
政
府
か
ら
協
力
の
申
し
出

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｈ
一
号

線
の
う
ち
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
＝
カ
ウ
カ
レ

イ
ク
間
の
一
部
が
片
側
通
行
し
か
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
区
間
の
改
善

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
区
間
は
、

東
西
経
済
回
廊
の
一
部
で
あ
り
、
タ
イ

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
接
続
す
る
最
重
要

ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
両
国
間
の
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
政
府

も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
接
続
性
強
化
の
一
環
と

し
て
、
東
西
経
済
回
廊
開
発
に
も
協
力

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｌ
は
一
九
九
五
年
の
第
五
回

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
お
い
て
提
案

さ
れ
た
構
想
で
あ
る
が
、
資
金
調
達
、

各
国
の
優
先
事
業
と
の
整
合
性
、
建
設

予
定
地
の
治
安
問
題
な
ど
に
よ
り
、
大

き
な
進
展
が
見
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
タ
イ
＝
カ

ン
ボ
ジ
ア
間
、
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
＝

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
間
の
未
接
続
区
間
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
二
〇
一
四
年
ま
で
に
は
完
了
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
後
者
の
う
ち
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
内
の
区
間
は
二
〇
一
五
年
ま
で

に
完
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ヴ
ィ
エ

ト
ナ
ム
国
内
区
間
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｐ

Ａ
Ｃ
に
お
い
て
も
二
〇
二
〇
年
ま
で
の

完
成
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
た
が
、

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
国
内
で
も
優
先
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
あ
る
程
度
、
前
倒
し
で
実
施
さ
れ

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｋ
Ｒ

Ｌ
の
当
初
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
ヴ
ィ

エ
ン
チ
ャ
ン
＝
ヴ
ン
ア
ン
間
（
五
八
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
ナ
ム
ト
ク
＝
タ
ン

ビ
ュ
ー
ザ
ヤ
ッ
ト
間
（
二
六
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ

で
は
二
〇
二
〇
年
の
完
成
を
目
指
す
こ

と
と
な
っ
て
い
る
⑶

。

●
交
通
円
滑
化

　

道
路
や
鉄
道
な
ど
に
よ
り
物
理
的
接

続
性
を
強
化
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重

要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
い

え
な
い
。
例
え
ば
、
通
常
は
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
越
境
輸
送
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
国
境
で
そ
の
国
の
ト
ラ
ッ
ク

に
貨
物
を
積
み
替
え
る
と
い
う
作
業
が

必
要
に
な
る
。
ま
た
、陸
上
輸
送
で
は
、

貨
物
を
発
送
す
る
国
と
、
送
付
先
の
国

と
の
間
で
、
第
三
国
を
通
過
す
る
場
合

が
あ
る
。
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
に
関
す

る
取
り
決
め
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
中

間
に
位
置
す
る
第
三
国
に
入
国
す
る
際

に
輸
出
入
手
続
き
、
そ
こ
か
ら
送
付
先

の
国
と
の
国
境
を
越
え
る
際
に
改
め
て

輸
出
入
手
続
き
を
取
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
境
を
越
え
る
輸
送
サ
ー
ビ

ス
は
、
ト
ラ
ッ
ク
、
鉄
道
、
船
舶
、
航

空
機
な
ど
、
複
数
の
交
通
モ
ー
ド
を
組

み
合
わ
せ
た
複
合
一
貫
輸
送
に
よ
り
提

供
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
複
数
国
を
ま

た
ぐ
輸
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
た
め
、
発

送
地
か
ら
仕
向
地
ま
で
の
輸
送
を
一
括

し
て
提
供
す
る
複
合
一
貫
輸
送
業
者
の

法
的
責
任
の
範
囲
や
契
約
形
態
な
ど
に

つ
い
て
一
定
の
合
意
を
形
成
す
る
は
、

国
境
を
越
え
る
経
済
活
動
を
促
進
す
る

要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
認
識
に
立
ち
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
こ

れ
ま
で
に
交
通
円
滑
化
に
関
す
る
三
つ

の
枠
組
み
協
定
を
締
結
し
、
二
〇
一
五

年
ま
で
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
通
過
貨
物
円
滑
化
に
関
す
る
枠
組

み
協
定
（
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
）」
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
国
間
で
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
輸
送
を
行
う
権
利
を
相
互
に
承

認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ

の
協
定
に
よ
り
、「
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に

封
印
さ
れ
た
通
過
貨
物
に
関
し
て
は
、

違
法
行
為
が
疑
わ
れ
る
場
合
な
ど
特
段

の
理
由
が
な
い
限
り
、
関
税
当
局
の
検

査
を
受
け
な
い
」（
第
五
条
第
四
項
）

こ
と
に
な
り
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
に

か
か
る
時
間
の
大
幅
な
短
縮
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
は
、
一

九
九
八
年
一
二
月
に
署
名
さ
れ
た
本
協

定
に
加
え
、
九
つ
の
附
属
文
書
⑷

か
ら

な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
附
属
文
書

二
（
国
境
交
易
所
の
指
定
）、
附
属
文

書
七
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
通
関
制
度
）
に

つ
い
て
は
ま
だ
合
意
文
書
が
最
終
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
他
の
附
属
文
書
に
つ
い

て
も
締
約
国
の
批
准
が
完
了
し
て
い
な

い
も
の
が
あ
る
。
本
協
定
お
よ
び
附
属

文
書
は
交
通
大
臣
会
合
が
所
管
し
て
い

る
が
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
通
関
制
度
に
関

し
て
は
通
関
当
局
に
よ
る
草
案
作
成
を

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
ま

だ
時
間
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
の
早
期
運

用
開
始
を
目
指
し
て
、
当
面
は
各
国
の

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
制
度
を
適
用
す
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
署
名
さ
れ
た

「
複
合
一
貫
輸
送
に
関
す
る
枠
組
み
協

定
（A

SEA
N
 Fram

ew
ork A

gree-
m
ent on M

ultim
odal Transport

：

AFAM
T

）」
は
、
国
際
複
合
一
貫
輸
送
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業
者
や
委
託
者
の
責
任
範
囲
を
定
め
る

も
の
で
、
契
約
形
態
等
に
つ
い
て
も
一

定
の
共
通
項
目
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
協
定
の
適
用
範
囲
は
、
締
約
国
で

正
式
に
登
録
さ
れ
た
複
合
一
貫
輸
送
業

者
、
締
約
国
発
着
の
国
際
複
合
一
貫
輸

送
で
あ
り
、
事
実
上
、
締
約
国
は
複
合

一
貫
輸
送
に
関
す
る
法
律
を
整
備
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
タ
イ
と
い
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

物
流
の
中
心
地
で
は
す
で
に
必
要
な
法

制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、ブ
ル
ネ
イ
、

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
で
も
準
備
が
進
ん
で
い

る
一
方
、
ま
だ
準
備
が
整
っ
て
い
な
い

国
も
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
協
定

を
予
定
通
り
二
〇
一
五
年
ま
で
に
運
用

開
始
す
る
た
め
に
は
、
域
内
外
か
ら
の

技
術
協
力
を
通
じ
て
、
複
合
一
貫
輸
送

に
関
す
る
法
整
備
を
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
署
名
さ
れ
た

「
国
際
輸
送
円
滑
化
に
関
す
る
枠
組
み

協
定
（ASEAN

 Fram
ew
ork Agree-

m
ent on the Facilitation of Inter-
State Transport

：AFAFIST

）」
は
、

締
約
国
で
正
式
に
登
録
さ
れ
た
輸
送
業

者
が
他
の
締
約
国
内
で
当
該
国
発
着
貨

物
の
輸
送
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

国
境
で
貨
物
を
別
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

替
え
る
必
要
が
な
く
な
り
、
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ

Ｇ
Ｉ
Ｔ
と
の
相
乗
効
果
で
、
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
輸
送
の
効
率
を
格
段
に
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
協
定
で
は
、
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
と
附

属
文
書
を
共
有
し
て
お
り
、
早
期
の
合

意
、
署
名
、
批
准
が
待
た
れ
て
い
る
。

当
初
、
附
属
文
書
三
（
車
両
の
型
式
と

台
数
）
で
は
登
録
車
両
の
上
限
が
六
〇

台
と
さ
れ
て
い
た
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
貿
易
の
活
発
化
を
反
映
し
て
、
五
〇

〇
台
ま
で
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
交
通
円
滑
化
措
置
は
、
ア

ジ
ア
開
発
銀
行
が
推
進
す
る
大
メ
コ
ン

圏
経
済
協
力
に
お
け
る
越
境
交
通
協
定

（Cross Border Transport Agree-
m
ent

：CBTA

）
と
目
的
を
共
有
し
て

お
り
、
そ
の
対
象
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
域

に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ

も
一
九
九
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ま
れ
な

が
ら
、
実
際
に
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い

る
国
境
は
五
地
点
に
限
ら
れ
て
い
る
⑸

。

こ
れ
ら
の
交
通
円
滑
化
措
置
へ
の
期
待

は
大
き
い
が
、
制
度
が
悪
用
さ
れ
密
輸

が
増
加
す
る
懸
念
、
交
通
・
車
両
整
備

に
関
す
る
各
国
法
制
度
間
の
相
違
、
大

多
数
を
占
め
る
中
小
規
模
運
送
業
者
か

ら
の
抵
抗
、
と
い
っ
た
問
題
が
早
期
運

用
開
始
を
困
難
に
し
て
い
る
。

●
海
上
交
通

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

を
中
心
と
す
る
大
陸
部
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の
島
嶼
部
か
ら
な

る
。東
南
ア
ジ
ア
の
広
域
経
済
開
発
は
、

大
陸
部
に
お
け
る
幹
線
道
路
網
の
整
備

を
中
核
と
し
た
経
済
回
廊
構
想
に
沿
っ

て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
、

大
陸
部
と
島
嶼
部
、
お
よ
び
島
嶼
部
間

の
接
続
性
を
強
化
す
る
必
要
性
が
認
識

さ
れ
、
海
路
を
含
む
経
済
回
廊
構
想
が

検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
域
内
格
差
是
正
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
従
来
の
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
一
辺
倒
か

ら
、
離
島
な
ど
、
島
嶼
部
の
低
開
発
地

域
に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
優
先
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
た
Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
短
距
離
海
運
に

関
す
る
調
査
も
そ
の
流
れ
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
広

域
経
済
開
発
の
新
機
軸
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
首
脳
会
議
で
採
択
さ
れ
た
バ
リ
宣
言

で
は
、
日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
海
洋
経
済

回
廊
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
、
ま
た
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
行
動
計
画

に
基
づ
き
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ 

Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
短
距
離
海
運
に

関
す
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
」
に

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
着
手

し
て
い
る
。
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国

の
動
き
を
牽
制
し
た
い
と
い
う
日
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
双
方
の
思
惑
が
一
致
し
た
こ
と

も
背
景
に
は
あ
る
が
、
Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
島
嶼
部
の
接
続
性

強
化
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
の

地
理
的
な
拡
大
に
直
接
的
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
、
域
内
格
差
是
正
へ
の
効

果
も
期
待
さ
れ
る
。

　

よ
り
包
括
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
単
一
海
運
市
場（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）

に
向
け
て
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に

合
意
さ
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
単
一
海
運

市
場
に
向
け
て
の
戦
略
文
書
」
に
基
づ

き
、
現
在
、
韓
国
の
技
術
協
力
に
よ
り

基
礎
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇

一
二
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
大
臣
会
合

に
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。
た
だ
し
、
欧
州
の
よ
う
な
先

行
事
例
の
あ
る
航
空
市
場
統
合
と
異
な

り
、
海
運
市
場
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
立
案
か
ら
実

施
に
至
る
ま
で
、
数
多
く
の
困
難
が
予

想
さ
れ
る
。

●
航
空

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
一
九
九
五
年
以
降
、

段
階
的
に
航
空
自
由
化
を
進
め
て
お

り
、
近
年
で
は
二
〇
〇
四
年
に
合
意
さ

れ
た
「
航
空
輸
送
部
門
統
合
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（Roadm

ap for Inte-
gration of A

ir Travel Sector

：

RIATS

）」
が
そ
の
中
核
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
に
採
択
さ

れ
た
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
で
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
単
一
航
空
市
場
（ASEAN

 
Single Aviation M

arket

：ASAM

）



66アジ研ワールド・トレンド No.199 （2012. 4）

が
最
終
目
標
に
設
定
さ
れ
、
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｔ

Ｓ
を
内
包
す
る
よ
り
包
括
的
な
取
り
組

み
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
構
築
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
⑹

。

　

二
〇
一
一
年
一
二
月
の
第
一
七
回
交

通
大
臣
会
合
で
は
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
単

一
航
空
市
場
の
実
施
枠
組
み
」
が
採
択

さ
れ
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
概
要
お
よ
び
実
施

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
同
実
施
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
で
は
、
経
済
要
素
と
し
て
、

①
市
場
ア
ク
セ
ス
、
②
チ
ャ
ー
タ
ー
、

③
航
空
会
社
の
所
有
と
支
配
、④
運
賃
、

⑤
商
業
活
動
、
⑥
競
争
法
と
補
助
金
、

⑦
消
費
者
保
護
、
空
港
使
用
料
、
⑧
紛

争
解
決
、
⑨
対
話
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協

同
、
技
術
要
素
と
し
て
、
①
航
空
の
安

全
性
、
②
航
空
安
全
保
障
、
③
航
空
交

通
管
理
、
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
四
五

項
目
の
方
策
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
一
三
項
目
は
二
〇
一
二
年
ま
で
、

一
九
項
目
は
二
〇
一
五
年
ま
で
、
残
り

は
そ
れ
以
降
に
実
施
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
交
通
次
官
級
会
合
の
下
に

設
置
さ
れ
て
い
る
航
空
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
内
に
、
上
述
の
経
済
要
素
、

技
術
要
素
を
担
当
す
る
サ
ブ
・
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
今
後
は
そ

こ
で
詳
細
な
議
論
、
交
渉
が
進
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
し
て
は

Ｅ
Ｕ
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
多
国
間
航
空
協
定

に
関
し
て
は
、中
国
が
先
行
し
て
お
り
、

二
〇
一
二
年
に
も
第
五
の
自
由
（
以
遠

権
：
外
国
で
旅
客
ま
た
は
貨
物
の
搭
乗

載
を
行
い
、
さ
ら
第
三
国
へ
と
輸
送
す

る
権
利
）
に
つ
い
て
合
意
形
成
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
と
の

航
空
協
定
に
関
し
て
は
、
第
五
の
自
由

ま
で
を
見
据
え
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
で
の
議
論
が
始
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
と
の
航
空
協

定
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
動
き
が
遅
れ

て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
で
も
対
話
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
多
国
間
航
空
協
定
に
お
い
て

も
、
現
時
点
で
は
第
五
の
自
由
ま
で
が

目
標
と
さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
が
実
施
し

た
よ
う
な
、
第
六
の
自
由
（
本
国
を
ハ

ブ
と
す
る
第
三
国
間
輸
送
の
自
由
）、

第
七
の
自
由
（
ゲ
ー
ジ
権
：
第
三
国
間

輸
送
の
自
由
）、
第
八
の
自
由
（
カ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
：
他
国
の
国
内
輸
送
）
ま
で

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
こ

う
い
っ
た
よ
り
高
度
な
自
由
化
が
ロ
ー

コ
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
の
成
長
を
促
し
、
航

空
市
場
の
再
編
を
招
い
て
き
た
。
フ

ラ
ッ
グ
キ
ャ
リ
ア
へ
の
影
響
を
考
慮
し

て
、
多
く
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
国

は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

（
う
め
ざ
き　

そ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
外
研
究
員
）

⑴ 

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
経
済
面
だ
け
で
は
な

く
、
政
治
・
安
全
保
障
面
、
社
会
・

文
化
面
で
の
統
合
も
踏
ま
え
て
お

り
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
よ
り

さ
ら
に
包
括
的
な
計
画
だ
が
、
本
稿

で
は
経
済
面
に
絞
っ
て
議
論
を
進
め

る
。

⑵ 

当
初
は
四
〇
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
石

炭
火
力
発
電
所
が
計
画
さ
れ
て
い
た

が
、二
〇
一
二
年
一
月
、ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
は
環
境
へ
の
影
響
を
理
由
と
し

て
、
こ
の
計
画
を
中
止
す
る
決
定
を

下
し
た
。
現
在
は
、
天
然
ガ
ス
等
、

他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
切
り
替
え
る

こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

“Burm
a cancels coal plant after 

opposition: official,

” Bangkok 
Post, 11 January 2012.

⑶ 

ナ
ム
ト
ク
＝
タ
ン
ビ
ュ
ー
ザ
ヤ
ッ
ト

区
間
は
、
治
安
上
の
問
題
が
あ
る
地

域
を
通
る
計
画
で
あ
り
、
そ
の
実
現

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、
実
現
可
能

性
調
査
の
結
果
、
ル
ー
ト
変
更
の
可

能
性
が
出
て
き
て
い
る
。
仮
に
ダ

ウ
ェ
イ
を
通
る
ル
ー
ト
が
採
用
さ
れ

た
場
合
、
ダ
ウ
ェ
イ
総
合
開
発
計
画

と
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

⑷ 

各
附
属
文
書
の
内
容
は
、
①
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
輸
送
ル
ー
ト
の
指
定
と
施

設
、
②
国
境
交
易
所
の
指
定
、
③
車

両
の
型
式
と
台
数
、
④
車
両
の
技
術

要
件
、
⑤
第
三
者
賠
償
責
任
に
関
す

る
強
制
的
車
両
保
険
制
度
、
⑥
鉄
道

上
の
国
境
と
乗
換
駅
、
⑦
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
通
関
制
度
、
⑧
衛
生
植
物
検

疫
措
置
、
⑨
危
険
物
、
で
あ
る
。

⑸ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
詳
細
は
、
例
え
ば
、
石

田
﹇
二
〇
一
〇
﹈
を
参
照
。
す
で
に

Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
が
運
用
開
始
さ
れ
て
い
る

国
境
は
、
①
ラ
オ
バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ

ン
、
②
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
＝
ム
ク

ダ
ー
ハ
ー
ン
、
③
ポ
イ
ペ
ト
＝
ア
ラ

ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
、
④
モ
ク
バ
イ
＝

バ
ベ
ッ
ト
、
⑤
河
口
＝
ラ
オ
カ
イ
で

あ
る
。

⑹ 

Ａ
Ｓ
Ｅ
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